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ＩＰＰＮＷ北アジア地域会議を

京京京京都都都都でででで開開開開催催催催準準準準備備備備

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
日
本
支
部
は

５
月
10
日
、
広
島
で
総
会
を

開
き
、
本
年
10
月
４
日
（
土
）、

５
日
（
日
）
京
都
に
お
い
て
、

北
ア
ジ
ア
地
域
会
議
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

会
議
に
は
マ
ッ
コ
イ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
会
長
を
始
め
、
日
本
、

中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
さ

ら
に
は
モ
ン
ゴ
ル
、
米
国
、

ロ
シ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
東

南
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
の
医
師

が
参
加
す
る
予
定
。
要
領
は

次
の
通
り
。

・
日
時
＝
２
０
０
３
年
（
平

成
15
年
）
10
月
４
日

（
土
）
〜
５
日
（
日
）

・
会
場
＝
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ

ザ
京
都

京
都
市
下
京
区
西
洞

院
通
塩
小
路
下
が
る

（
京
都
駅
前
西
側
）

�
０
７
５
―
３
５
３

―
９
１
１
１

・
テ
ー
マ
＝
国
際
間
の
協
調

に
よ
る
核
兵
器
及
び
大

量
破
壊
兵
器
の
廃
絶
を

め
ざ
す
。
ま
た
、
２
０

０
４
年
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世

界
大
会
（
北
京
）
の
成

功
と
北
東
ア
ジ
ア
の
緊

張
緩
和
と
非
核
化
を
め

ざ
す
運
動
に
つ
い
て
討

議
を
行
う
。

・
内
容
＝
講
演
、
報
告
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

核
戦
争
防
止
・
核
兵
器
廃

絶
を
訴
え
る
京
都
医
師
の

会
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
京
都
府
支

部
は
４
月
24
日
午
後
、
京
都

府
医
師
会
館
で
第
23
回
総
会

を
開
き
、
代
表
に
岸
田
綱
太

郎
京
都
府
立
医
大
名
誉
教
授

を
再
選
す
る
と
と
も
に
、
今

秋
京
都
で
開
く
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

北
ア
ジ
ア
会
議
の
成
功
に
向

け
て
努
力
す
る
こ
と
な
ど
を

決
定
し
た
。

京
都
医
師
の
会
は
昨
年
度

創
設
20
周
年
を
迎
え
、
20
周

年
記
念
誌
を
刊
行
す
る
と
と

も
に
、
米
国
同
時
テ
ロ
後
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
が
す
す
め
る
報

復
戦
争
、
先
制
攻
撃
論
に
対

し
て
、
話
し
合
い
に
よ
る
平

和
的
解
決
を
目
指
し
て
、
ワ

シ
ン
ト
ン
で
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

世
界
大
会
へ
の
参
加
や
、
悪

の
枢
軸
と
指
摘
さ
れ
た
イ
ラ

ン
で
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

原
爆
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
会

な
ど
を
開
催
し
て
き
て
い

る
。本

年
度
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
北

ア
ジ
ア
地
域
会
議
を
10
月
京

都
で
開
き
、
イ
ラ
ク
戦
争
後

の
国
際
政
治
の
状
況
を
踏
ま

え
た
平
和
の
構
築
と
北
東
ア

ジ
ア
の
核
廃
絶
に
向
け
た
取

り
組
み
を
話
し
合
う
事
に
し

て
い
る
。

そ
の
他
、
①
２
０
０
４
年

９
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界
大

会
（
北
京
）
成
功
の
た
め
の

準
備
、
②
世
界
で
の
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展

の
開
催
、
③
京
都
の
医
師
の

被
爆
救
援
活
動
を
ま
と
め
た

冊
子
『
医
師
た
ち
の
ヒ
ロ
シ

マ
』
の
普
及
、
④
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
製
造
・
使
用
禁
止
対

策
、
な
ど
を
す
す
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

総
会
後
、
神
戸
大
学
文
学

部
の
嘉
指
信
雄
教
授
を
講
師

に
「
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
恐
怖

―
湾
岸
戦
争
後
の
イ
ラ
ク
市

民
の
健
康
と
生
活
」
の
テ
ー

マ
で
、
講
演
会
を
開
催
し
た
。

嘉
指
氏
は
湾
岸
戦
争
以
降
劣

化
ウ
ラ
ン
弾
が
大
量
に
使
用

さ
れ
、
イ
ラ
ク
や
コ
ソ
ボ
な

ど
で
は
悲
惨
な
放
射
線
障
害

が
報
告
さ
れ
て
い
る
事
を
指

摘
。
今
回
の
イ
ラ
ク
戦
争
で

も
そ
れ
が
使
用
さ
れ
、
イ
ラ

ク
市
民
の
健
康
と
環
境
に
与

え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い

と
し
て
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の

製
造
・
使
用
の
禁
止
を
訴
え

た
。

３
月
15
日
、
那
覇
市
内
で

「
核
兵
器
・
核
基
地
を
な
く

す
沖
縄
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
」
（
略
称
・
沖
縄
県
反
核

医
師
の
会
）
結
成
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

結
成
総
会
に
先
立
ち
、

「
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
と
そ
の
被

害
」
を
テ
ー
マ
に
琉
球
大
学

理
学
部
教
授
の
矢
ケ
崎
克
馬

先
生
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

結
成
総
会
に
は
医
師
・
歯

科
医
師
な
ど
28
名
が
参
加
。

総
会
で
は
松
井
和
夫
反
核

医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
代

表
世
話
人
が
来
賓
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
「
イ
ラ
ク
へ
の
攻

撃
が
切
迫
し
て
い
る
こ
の
時

期
に
沖
縄
で
反
核
医
師
の
会

が
結
成
さ
れ
る
こ
と
は
大
変

意
義
深
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。ま

た
、
総
会
は
規

約
や
活
動
計
画
、
役

員
体
制
、
予
算
な
ど

を
全
会
一
致
で
採
択

し
、
今
年
11
月
１
日

〜
２
日
に
開
催
さ
れ

る
第
14
回
「
核
戦
争

に
反
対
し
、
核
兵
器

廃

絶

を

求

め

る

医

師
・
医
学
者
の
つ
ど

い
」
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。全

国
の
医
師
・
医
学
者
の

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
沖
縄
県
反
核
医
師
の
会
世
話

人
・
照
屋
正
信
）

90
年
代
、
世
界
は
、
国
際

司
法
裁
判
所
の
「
核
兵
器
使

用
は
原
則
違
法
」
と
の
勧
告

的
意
見
な
ど
核
廃
絶
へ
と
大

き
く
前
進
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

私
達
「
反
核
医
師
の
つ
ど
い
」

や
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
な
ど
世
界
中

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連
帯
し
運
動
し

た
成
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

21
世
紀
に
な
っ
て
米
国
の
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
が
、
一
方
的
に

国
際
ル
ー
ル
を
破
り
、
小
型

核
兵
器
の
開
発
を
始
め
る
な

ど
核
軍
縮
は
危
機
的
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
大
量
破
壊
兵

器
所
有
を
口
実
に
イ
ラ
ク
を

先
制
攻
撃
。
こ
の
何
ら
正
当

性
の
な
い
ア
メ
リ
カ
の
侵
略

戦
争
に
対
し
て
、
反
戦
運
動

が
世
界
各
地
へ
瞬
く
間
に
広

が
り
、
国
連
中
心
の
解
決
を

求
め
る
声
が
沸
き
上
が
っ
た
。

結
果
的
に
は
戦
争
を
止
め
ら

れ
な
か
っ
た
が
、こ
の
市
民
の

力
は
今
後

ま
す
ま
す

大
き
く
な

り
、一
国
主

義
を
凌
駕

す
る
時
が
来
る
だ
ろ
う
。

地
球
上
に
は
核
兵
器
、
環

境
問
題
な
ど
緊
急
に
解
決
す

べ
き
問
題
が
山
積
し
て
い

る
。
し
か
し
、
国
益
の
み
に

こ
だ
わ
る
政
府
間
交
渉
で

は
、
も
は
や
何
も
解
決
で
き

な
い
。
国
連
と
国
境
を
超
え

た
市
民
社
会
の
連
帯
こ
そ
が

人
類
の
危
機
を
救
う
有
効
な

手
段
で
あ
る
。

国
内
で
は
、
政
府
は
被
爆

者
に
不
当
に
厳
し
い
態
度
を

取
り
続
け
て
い
る
。
被
爆
者

は
高
齢
化
し
、
原
爆
症
認
定

集
団
訴
訟
や
在
外
被
爆
者
問

題
な
ど
緊
急
な
解
決
が
必
要

で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
は
、
北

朝
鮮
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
か
ら
離
脱

し
、
核
を
外
交
カ
ー
ド
と
し

て
弄
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
、

「
つ
ど
い
」
や
「
反
核
医
師

の
会
」
が
国
際
的
に
、
ま
た
、

地
域
で
果
た
す
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

当
面
の
最

重
要
課
題

は
北
東
ア

ジ
ア
に
非

核
地
帯
を

作
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の

た
め
に
「
つ
ど
い
」
と
し
て

も
朝
鮮
半
島
や
中
国
の
医
師

や
市
民
グ
ル
ー
プ
と
連
帯
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
先
日
、
体
制
強
化
の

一
つ
と
し
て
平
山
武
久
氏
を

「
つ
ど
い
」
事
務
局
（
非
常

勤
）
に
迎
え
た
。

最
後
に
、「
つ
ど
い
ニ
ュ

ー
ス
」
が
１
９
９
４
年
の
23

号
以
来
中
断
し
て
い
た
こ
と

を
お
詫
び
し
た
い
。
今
後
、

「
つ
ど
い
」
の
活
動
報
告
、
各

地
の
「
反
核
医
師
の
会
」
の

交
流
や
会
員
の
意
見
発
表
の

場
な
ど
と
し
て
定
期
的
に
発

行
す
る
予
定
で
あ
る
。
当
面

は
年
２
回
発
行
と
し
、
体
制

が
整
い
次
第
回
数
を
増
や
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
皆
様

の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
。

（「
つ
ど
い
」
代
表
世
話
人：

松
井

和
夫
）

第14回「核戦争に反対し、核兵器
廃絶を求める医師・医学者のつどい」
○日時　2003年11月1日（土）

午後開会～2日（日）
○場所　沖縄県那覇市・パシフィックホテル沖縄
※記念講演や分科会、交流会、基地見学などのオプショナ
ルツアーを予定。

核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い

ニ
ュ
ー
ス

2003年5月31日

核戦争に反対し核兵器廃絶を
求める医師・医学者のつどい事務局

〒151-0053 東京都渋谷区代々木2-5-5
新宿農協会館 全国保険医団体連合会内
電話03（3375）5121 FAX03（3375）1862

e-mail:hankaku@doc-net.or.jp
http://www1.doc-net.or.jp/˜no_nukes/

反
核
京
都
医
師
の
会
が
総
会

京
都
で
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
北
ア
ジ
ア
会
議
の
成
功
め
ざ
す

◆
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川

医
師
の
会
「
16
周
年
総
会

記
念
講
演
」

い
ま
イ
ラ
ク
で
何
が
起
き

て
い
る
か
―
―
劣
化
ウ
ラ
ン

弾
が
も
た
ら
し
た
も
の

・
講
師

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
　
森
住
卓
氏

・
と
き

６
月
29
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

・
と
こ
ろ
　
石
川
県
教
育
会

館
2
階
大
会
議
室

・
参
加
費
　
５
０
０
円

・
共
催

非
核
の
政
府
を
求

め
る
石
川
の
会

◆
ピ
ー
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
２
０
０
３

―
い
ま
、力
を
ひ
と
つ
に
―

・
伝
え
よ
う
　
被
爆
の
実
相

と
被
爆
者
の
実
情
／
・
支

援
し
よ
う
　
原
爆
認
定
訴

訟
／
・
な
く
そ
う
　
世
界

の
核
兵
器
を
！

・
と
き

７
月
12
日
（
土
）

午
後
5
時
開
場

・
と
こ
ろ
　
千
葉
市
文
化
セ

ン
タ
ー

・
映
画
上
映
と
被
爆
者
の
証

言
　
里
見
加
世
子
―

生
き
る
・
そ
の
証
し

の
た
め
に

・
コ
ン
サ
ー
ト
　
梅
原
司
平

―
愛
と
平
和
を
歌
う

・
参
加
券
　
１
５
０
０
円

・
主
催

千
葉
県
平
和
事
業

実
行
委
員
会
（
千
葉

県
、
千
葉
市
な
ど
が

後
援
）

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

沖
縄
に
反
核
医
師
の
会
結
成

再刊にあたって
核
を
め
ぐ
る
危
機
、

今
こ
そ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
帯
で
核
廃
絶
を

・
・
・
各
地
の
予
定
・
・
・

昨
年
の
つ
ど
い
（
日
色
と
も
ゑ
氏
の
記
念
講
演
）
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ブ
ッ
シ
ュ
は
、
5
月
1
日

に
イ
ラ
ク
戦
争
の
「
終
結
」

宣
言
を
し
た
。
し
か
し
、
本

当
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
悲
し
み
と
憎
し
み
が
新

た
に
生
ま
れ
、
破
壊
さ
れ
た

人
類
の
遺
産
は
永
久
に
取
り

戻
せ
な
い
。
こ
の
戦
争
に
賛

成
す
る
声
を
私
は
周
り
の
誰

か
ら
も
き
か
な
か
っ
た
。
も

し
地
球
市
民
が
全
部
で
１
０

０
人
と
し
た
ら
、
賛
成
と
反

対
と
知
ら
な
か
っ
た
人
の
割

合
は
、
5
人
対
80
人
対
15
人

位
だ
ろ
う
か
。

政
治
家
が
国
益
と
自
ら
の

野
望
の
た
め
に
大
義
を
唱
え

て
生
命
と
人
権
を
踏
み
に
じ

る
。
そ
う
い
う
時
代
は
一
昔

前
に
終
わ
っ
て
い
た
は
ず
で

は
な
か
っ
た
か
。
国
益
と
は

何
で
あ
ろ
う
。
石
油
が
手
に

入
っ
て
も
死
ん
だ
命
は
帰
ら

ず
、
失
わ
れ
た
手
足
も
取
り

戻
せ
な
い
。
戦
争
が
永
久
に

な
く
な
り
、
自
分
も
、
自
分

の
子
ど
も
達
も
戦
争
で
は
命

を
落
と
す
こ
と
は
な
い
と
確

信
で
き
る
こ
と
、
こ
れ
以
上

の
安
全
保
障
は
な
く
、
こ
れ

以
上
の
国
益
も
な
い
と
思

う
。命

を
守
る
こ
と
が
使
命
で

あ
る
私
た
ち
医
師
は
、
命
を

危
め
る
ど
の
よ
う
な
事
態
に

も
、
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
生
む
性
を
持
ち
、
そ

し
て
、
子
ど
も
を
診
る
仕
事

を
持
つ
私
に
は
、
空
爆
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
の
悲
鳴

や
、
そ
の
母
た
ち
の
嘆
き
、

そ
し
て
無
理
や
り
戦
場
に
送

り
込
ま
れ
て
犠
牲
に
な
っ
た

兵
士
の
母
た
ち
の
悲
し
み
の

声
が
聞
こ
え
る
。

命
を
危
め
る
こ
と
は
重
大

な
犯
罪
で
は
な
い
か
。
戦
争

な
ら
許
さ
れ
る
の
か
。
Ｎ

Ｏ
！
　
決
し
て
許
さ
れ
な

い
。
2
月
中
旬
、
近
づ
く
開

戦
の
気
配
に
何
か
を
し
な
い

で
は
い
ら
れ
な
く
な
り
、
友

達
と
2
人
で
、
Ｎ
Ｏ
　
Ｗ
Ａ

Ｒ
と
書
い
た
ピ
ン
ク
の
リ
ボ

ン
を
付
け
、
人
に
も
勧
め
る

こ
と
で
、
反
戦
運
動
に
参
加

し
て
き
た
。
戦
争
へ
の
流
れ

を
変
え
て
い
く
の
は
、
一
人

一
人
の
力
の
結
集
し
か
な
い

と
思
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
戦
争
は
始
め
ら
れ
、

「
終
結
」
し
た
。
本
当
に
終

わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
争

で
傷
つ
い
た
人
々
の
悲
し
み

が
続
く
限
り
戦
争
は
終
わ
ら

な
い
。
そ
の
声
が
耳
に
こ
だ

ま
す
る
限
り
、
私
の
中
の
戦

争
も
終
わ
ら
な
い
。
二
度
と

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返

さ
れ
な
い
と
保
障
さ
れ
る
ま

で
Ｎ
Ｏ
　
Ｗ
Ａ
Ｒ
と
言
い
続

け
た
い
。

（
愛
知
県
・
核
戦
争
に
反
対
す
る

医
師
の
会
）

NNNNOOOO    WWWWAAAARRRR
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人
と
人
が
殺
し
合
う
事

は
避
け
ら
れ
な
い
の
か
？

核
兵
器
を
持
た
な
い
と
安

全
が
守
れ
な
い
か
の
よ
う

に
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・

イ
ス
ラ
エ
ル
・
北
朝
鮮
と
、

保
有
を
正
当
化
す
る
国
が

増
加
す
る
な
か
で
、
軍
隊

を
憲
法
で
廃
棄
宣
言
し
、

積
極
的
非
武
装
中
立
路
線

を
ゆ
く
コ
ス
タ
リ
カ
。

一
昨
年
の
「
つ
ど
い
」

で
、
反
核
法
律
家
協
会
の

池
田
氏
の
記
念
講
演
の
後

の
二
次
会
で
、「
コ
ス
タ
リ

カ
へ
行
こ
う
」
の
話
し
が

で
て
、
今
年
８
月
実
現
す

る
。
憲
法
に
忠
実
に
軍
隊

を
作
ら
ず
、
他
国
か
ら
攻

撃
さ
れ
る
口
実
も
作
ら
せ

な
い
た
め
に
、
積
極
的
に

民
主
主
義
教
育
を
行
い
、

環
境
保
護
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

医
療
現
場
の
視
察
と
同

時
に
自
然
保
護
の
成
果
も

満
喫
で
き
る
企
画
。
映
画

「
軍
隊
を
捨
て
た
国
コ
ス
タ

リ
カ
」
の
製
作
助
手
を
務

め
た
足
立
力
也
さ
ん
の
案

内
で
、
平
和
・
健
康
・
人

権
に
つ
い
て
考
え
る
ま
た

と
な
い
チ
ャ
ン
ス
。
ぜ
ひ

ご
参
加
を
。

（
常
任
世
話
人
・
深
沢
尚
伊
）

平和と交流の旅

旅行日程 8/10（日）～17（日）
旅行費用　お一人様40～45万円

※お一人部屋追加料金85,000円
※料金は参加人員などにより変更があります。
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ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
戦
争
の

挑
発
に
、
か
っ
て
な
い
戦
争
反

対
の
声
が
結
束
し
た
。
そ
れ
は

20
世
紀
最
大
の
反
戦
運
動
で
あ

っ
た
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
よ
り

広
範
囲
な
運
動
と
な
っ
た
。

こ
の
国
際
世
論
に
反
し
て
強

行
さ
れ
た
イ
ラ
ク
戦
争
は
約
１

カ
月
で
「
形
と
し
て
」
は
終
わ

っ
た
。
し
か
し
テ
ロ
の
根
源
は

撲
滅
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
、

大
量
破
壊
兵
器
は
地
球
上
か
ら

減
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
中
東

の
人
々
の
生
活
の
安
定
、
世
界

秩
序
も
安
定
し
た
わ
け
で
も
な

い
。
逆
に
「
国
連
」
の
秩
序
―

「
強
い
者
勝
ち
と
い
う
ジ
ャ
ン

グ
ル
の
論
理
」（
加
藤
周
一
）
か

ら
の
脱
却
と
し
て
人
類
が
20
世

紀
を
か
け

て
闘
い
と

っ
た
「
国

連
憲
章
」

と
い
う
秩

序
の
無
視
と
、
更
に
圧
倒
的
な

国
連
加
盟
国
の
戦
争
反
対
と
い

う
意
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
非

難
決
議
」
が
国
連
総
会
の
議
題

に
も
さ
れ
ず
、
国
連
の
機
能
は

麻
痺
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

更
に
こ
の
戦
争
は
、
「
抑
止

力
と
し
て
の
核
兵
器
」
が
、
更

に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
「
先
制

攻
撃
」
と

し
て
「
核

兵
器
の
使

用
も
辞
さ

な
い
」
と

い
う
ア
メ

リ

カ

の

「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
を
人

類
が
押
し
付
け
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
北
朝
鮮
の

「
核
兵
器
保
有
」
が
新
た
な
ア

メ
リ
カ
の
武
力
介
入
の
機
会
を

与
え
、
新
た
な
緊
張
が
ア
ジ
ア

を
覆
い
は
じ
め
た
。

ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
ま
で
は
Ｃ

Ｔ
Ｂ
Ｔ
を
核
不
拡
散
の
武
器
と

し
て
き
た
が
、
い
ま
や
そ
れ
を

破
棄
し
核
実
験
の
再
開
を
始
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は

「
国
際
的
合
意
を
破
壊
す
る
輩

が
い
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で

の
国
際
的
合
意
の
破
壊
行
為
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
核
兵
器
廃

絶
」
へ
一
歩
一
歩
と
歩
み
、
漸

く
に
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
」
に
た
ど

り
着
き
、
そ
の
６
条
「
誠
意
を

も
っ
た
交
渉
」
の
実
現
が
課
題

で
あ
っ
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ

の
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
と

そ
れ
に
よ
る
新
た
な
小
型
核
兵

器
の
開
発
決
定
で
核
兵
器
廃
絶

と
い
う
人
類
の
願
望
は
ま
た
も

無
視
さ
れ
た
。

「
イ
ラ
ク
戦
争
後
」、北
東
ア
ジ

ア
の
安
全
保
障
が
国
際
的
な
関

心
事
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
地
域
に
お
け
る
核
の
不
安
定

を
封
じ
込
め
る
方
法
は
唯
一
こ

の
地
域
に
非
核
地
帯
条
約
を
設

定
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
現
状
で
は
中
国
、
ロ
シ
ア

に
核
兵
器

廃
絶
を
求

め
る
こ
と

は

不

可

能
、
従
っ

て
北
東
ア

ジ
ア
非
核

地
帯
条
約
と
い
っ
て
も
中
国
、

ロ
シ
ア
の
同
意
は
無
理
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
１
９
９
２
年

の
南
北
朝
鮮
の
「
朝
鮮
半
島
非

核
化
共
同
宣
言
」
、
日
本
の

「
非
核
三
原
則
」
、
こ
れ
ら
を
基

礎
に
日
本
、
南
北
朝
鮮
の
三
カ

国
で
ま
ず
非
核
地
帯
を
設
定
す

る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
と
な

る
。そ

の
た
め
に
は
先
ず
日
本
の

非
核
三
原
則
の
法
制
化
が
キ
ー

と
な
ろ
う
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ

の
核
が
日
本
に
存
在
し
な
い
と

い
う
条
件
の
明
示
で
あ
る
。
そ

の
法
制
化
の
実
現
の
た
め
に
は

草
の
根
の
自
治
体
か
ら
の
運
動

が
今
最
も
重
要
で
あ
る
。

私
達
「
反
核
医
師
の
会
」
は
、

ア
メ
リ
カ
の
「
先
制
核
攻
撃
」

と
い
う
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」

は
時
代
錯
誤
で
あ
り
、
そ
れ
は

「
核
の
冬
」
を
招
来
す
る
こ
と

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
民
に
粘

り
強
く
訴
え
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
同
時
に
関
連
す
る
諸

団
体
と
協
力
し
な
が
ら
「
日
本

の
非
核
三
原
則
の
法
制
化
」
と

「
北
東
ア
ジ
ア
非
核
地
帯
条
約
」

の
締
結
の
運
動
に
精
力
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
ろ
う
。

（「
つ
ど
い
」
代
表
世
話
人
）

莇　 昭三

日
本
の「
非
核
三
原
則
の
法
制
化
」と

「
北
東
ア
ジ
ア
非
核
地
帯
条
約
」の
締
結
を

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
コ
ス
タ
リ
カ
へ
行
こ
う
」が
実
現
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